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講義と実習のねらい

現代はシステムが複雑化、高集積化し,あらゆる構成要素がカプセル化
とブラックボックス化してきています。

このことは短期間で製品を開発できるメリットがありますが、ものごとの
仕組みの理解は難しくなってきます。身の回りはどれも似たような製

品ばかりがあふれています。

ここではシステム構成要素の仕組みを探るためにブラックボックスの中
身にふれていきます。デジタル・アナログ回路からレジスタ・ベースの
プログラミングまでの広範な技術分野を散策し,楽しみながらいろい

ろなものを自由に作っていきたいと思います。

設計対象は、マイクロ・プロセッサとアナログ・デジタル回路が

統合された組み込みシステムLSIです。

アイデアと発想,実現するためのアプローチの立て方,そしてどれだけ自
分の課題に集中するかの３点がとても重要です。

実際に作りながらシステム設計のポイントを習得してください。

最終日には、制作した課題の発表があります。

O
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B2/B3 の課題発表Wikiページ

参考項目の
チーム研究発表B2
チーム研究発表B3
には、これまでの
代表的な
課題製作例が
あります。

B2応用例別
の項目も参照
してください

4日目(最終日)にチーム毎にWiki を作成し
Wiki を使って自由課題の発表(プレゼンテーション)をします。
そのあと課題のデモンストレーションしてもらいます。
(自由課題が時間内に完成しない場合でも減点対象としません。

授業HPから
リンクが
あります

Guidancs_B2.pptx から
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最終日の発表 (進捗状況を決めます)

自分のチーム番号を確認,最終日までに自由課題の”作
品”のテーマを決めてください。プレゼン資料はWiki 
フォーマットで作ってください

例( “*”,”-”, がWiki 文法のシンボルです。

*課題名

**研究者名

内容

***見出し１

内容や説明文１

***見出し２

内容や説明文２

**考察

考察内容

Wiki ページへの画像アップロードが、
IEでうまくいかないときはGoogleChromeなどを使ってください。

O
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B2-HW 演習 1-4回の内容
演習 1-2 日目

演習課題を実装します。オンラインでも疑問点や不明点などは質問
してください。直接対面ができないので、状況を把握しにくくなる
ので、オンラインで見えやすいように工夫してください。

1日目の課題が終了した人は、2日目の課題に進んでかまいません。
2日目の課題が終了した人は、オプション課題に進んでもかまい
ませんし、最終日発表の課題制作に入ってもいいです。

講義内容の収録ビデオは、HPリンクからYouTubeで見れます。

最終日の発表テーマは、早めに決めておいてください。

演習 3 日目 課題の制作 演習 4 日目 Wiki を使ってプレゼンして
ください。(オンラインの進捗状況で変わる場合があります)

最終日の演習が終了次第、貸出を受けた基板などは、
終了日の翌日中に返却してください。チェック作業してから
次のラウンドの人に発送しますので、ご協力よろしく。

O
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全4回の課題とレポート

HP中段に全４回の課題とレポートが示されています

オンラインの場合は、REPORT_B25C.pdf (このスライド)が
掲載されています。対面授業用と間違わないように注意してください。
レポートは、クラスウェブで提出してください。期限は別途定めます。

Guidancs_B2.pptx から
O



7© Renji Mikami – Computer Science HW 2020 

参考:成績評価とレポート採点の基準(対面授業の場合)

成績は演習状況点60%、レポート評価点40%の比率です。(対面)

演習状況点：積極的に演習に取り組んでいれば満点

減点対象：欠席、遅刻、演習にまじめに取り組んでいない場合など

やむなき欠席などは、早めに連絡してください。

レポート採点基準：４回、各回10点満点

評価はD,C-,C,C+,B-,B,B+,A-,A,A+,Sまでの0-10段階
1.分量としてA4 4ページ程度は書いてください。[4]

2.自分の言葉による内容、独自性、論理性、考察を重視します。[2] 

3.必要に応じて図、計算式、数値、引用を明記してください。[2]

4.なるべく、丁寧に書いてください。[2]

5.計算や結果に間違いがあっても減点の対象にはしません。

減点対象:盗用、コピペ、粗雑な内容、議論、体裁

第１行配点比率: オンラインの場合の配点比率は、後報します。

O
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オンライン実習 と レポート課題について

PC環境によって動作しないソフトがあります：

Windows 以外のPCを使用している場合は、動作しませんので、特
別レポート課題に進んでください。

Windowsのバージョンによっては、動作しない場合がありますので、
その場合は、レポートに状況をメモして、その項目をスキップしてく
ださい。MiniProg書き込み器が動作しない場合(USB-Aコネクタを
使用するので、USB-Cコネクタの場合は変換アダプタが必要で
す。)などは、設計ソフトでCompileとBuildをして、書き込み用
の.hex ファイルの生成を確認してください。この場合は、設計プロ
ジェクトのディレクトリごとUSBメモリに保存しておいてください。

マイク/LineやヘッドホンジャックのないPCの場合は3Pミニジャック・
プローブを使用できません。

開校後に、実習教室(6308)で動作の確認できるようにしたいと思い
ます。またWindows PC環境のない場合も同様に対応できるよう
にしたいと思います。

O
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オンライン レポート課題 1 (第1週)

課題 1-1：

予習、インストール、のときに発生した問題や疑問点を挙げ、その発
生の原因を推定し、解決のために考えたこと、どのようにして解決
したかを考察を加えて述べてください。

まったく問題が発生しなかった場合は、オンライン授業のメリットとデ
メリットについて挙げ、改善の提案をしてください。

課題 1-2：

第1日目の内容を簡潔にまとめてください。(配布資料に書いてありま
すから、手順を書く必要はありません.)具体的には各プロジェクト
(ラボ)毎に,そのポイントを整理し,機能動作について考察してくだ
さい.課題が1日目に終了しなかった場合は、2日目に回してもい
いです。その旨明記してください。)

O
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オンライン レポート課題 2 (第2週)

課題 2-1：

今日の演習の内容をレポートにまとめてください。(課題
が2日目に終了しなかった場合は、3日目に回してもい
いです。その旨明記してください。)

具体的には各プロジェクト(ラボ)毎に,そのポイントを整理
し,機能動作について考察してください.

課題 2-2：

ハードウェア割込みとポーリングの違いについて述べ,両
者の得失について論じてください.

O
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オンラインレポート課題 3 (第3週)

課題 3-1:今日の演習の内容をレポートにまとめてくださ
い。(前回すでに終了した人は、その旨を書いてくださ
い。)

課題 3-2:
全ラボを以下のカテゴリに分類してください

カテゴリ Ｎ:割込みもポーリングも使用していない

カテゴリ Ｉ :割込みを使用しポーリングは使用していない

カテゴリ P:割込みは使用せず,ポーリングを使用している

カテゴリ IP:割込みとポーリングの双方を使用している

(客観的な推定が困難な場合は、カテゴリ U –理由を明示すること)

まず各自で割り込みとポーリングを判定する基準を示し、続いて各ラ
ボ毎にカテゴリ推定の論旨を述べよ.(分類の正誤は得点には関係し
ません.どのように考えるかを見ています.)

O



12© Renji Mikami – Computer Science HW 2020 

オンラインレポート課題 4 (第4週)

課題 4-1:

最終日発表の自分の”課題”についてレポートにまとめてください。

”課題”の機能,性能さらに向上させるアイデアとそのアーキテクチャと
実装についても論してください。

課題 4-2:
最終日発表の他チームの”課題”を2つ取り上げ講評してください。

取り上げる”課題”は、1つは、最も技術的に優れていると思うもの、他
のひとつは、アイデア、発想、デモンストレーションなどが優れて
いると思うものを選んえでください。

O
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オンラインレポートの書き方について1-4

1.レポートはクラスウェブ - レポート提出から、ファイル形
式で提出してください。

2.内容について：具体的客観的なデータをもとに、論
理的に展開してください。(視点の独自性があれば
なおよい)結論の正誤は評価に影響しません。

3.具体的客観的なデータとは：設計、実験の数値デー
タ、計算式、数式などが示されていること。(第三
者による再現性を担保すること)引用がある場合は、
引用先を明示すること。

4.正確性：数値や固有名詞に誤りがないこと、あいま
いさを回避するためには必要に応じて、使用する
語彙に“文中で使用する場合の”定義を与えておく。

O



14© Renji Mikami – Computer Science HW 2020 

オンラインレポートの書き方について5-6

5. B2では、対象としません.

6.“感想”とは、主観的感覚的なものです。これに対し

考察は事実に立脚しそこから論理的に展開されたも
のです。考察が感想にならないように注意してく
ださい。(考察と感想を併記する場合は、両者をき
ちんと区別して書いてください。)

O
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オンラインレポートの書き方について 7-9

7.レポートは、事実に立脚する部分は正確でなければなりませんが、
仮説、推論、考察などに関しては論理的に展開し自分の言葉で
自由に表現してください。直観、イメージ、インスピレーションを大
切にしてください。これらは、時に論理を超えて真実に迫ります。
論理が後を追いかけます。

8.結論に誤りがあっても、それに気づくことで理解が深まります。演習
の目的は、直観力、自由な発想、理解力と論理的展開力を身に
つけることにあります。誤りを怖れる必要はありません。今日著名
な大学者も間違いと訂正を繰り返しています。進歩は、間違いに
気づくところから始まります。(間違いに気づいたらシメタと思ってく
ださい。)

9. B2では、対象としません.

O
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オンライン 特別課題について

本資料作成時には、個別のPC環境が把握できていませんので、

オンライン授業開始時に状況に応じて決めます。

O
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Memo

フォローアップURL (Revised)

http://mikami.a.la9.jp/meiji/MEIJI.htm

担当講師

三上廉司(みかみれんじ) 

Renji_Mikami(at_mark)nifty.com

mikami(at_mark)meiji.ac.jp (Alternative)

http://mikami.a.la9.jp/_edu.htm
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